
経営環境認識と新経営体制 ―グローカル最適―

経営環境認識と対応方向性

ブリヂストンの経営環境は、サステナビリティへの対応や地政

学リスクによるサプライチェーンへの影響、デジタル化・生成

AIの進展などの技術革新、さらにはモビリティ・タイヤ業界に

おける新興メーカーの台頭など、様々な要因により大きな変

化が継続しています。このような環境下において、収益性・生

産性の向上を図るとともに、変化を先取りしながら、持続的な

成長の実現を目指しています。

経営リスクへの対応

ブリヂストンでは、経営環境の変化を常に注視しながら重点

アイテムを設定し、経営リスクへの対応強化に取り組んでいま

す。あわせて、新たなリスクの把握や迅速な対応を可能とする

体制の整備を、グローバルに推進しています。現在は、グロー

バル経営リスクとして、以下の4つのアイテムを設定してい

ます。

①地政学リスク対応：米国関税や中東情勢など、動向を注視

し、当社事業への影響を見極めながら、迅速かつ適切な対

策を進めています。

②サイバーリスク対応：当社グループでは、グローバルでサイ

バーリスク対応チームを立ち上げ、グループ会社や工場も

含めて包括的な対策強化を進めています。

③ TRWP（Tire and Road Wear Particles、タイヤ・路面

摩耗粉じん）及び6PPD（タイヤ産業で一般的に使用されて

いる老化防止剤）についての対応：業界全体での取り組み

をリードするとともに、当社グループとしても研究開発など

の面で、独自の対応も進めています。

④ EUDR（欧州森林破壊防止規則）への対応：天然ゴムパート

ナーとのサステナビリティを中核とした関係の強化に取り

組み、持続可能な調達体制の構築などを進めています。

また、顕在化していない新たなリスクについても、早期に感知

できるよう継続的なモニタリングを行い、グローバルで適切な

体制を整備しながら、事業への影響を最小化するとともに、新

たな機会の創出も見据えて、着実な対応を図っていきます。

執行と監督についての基本的な考え方

この激動の経営環境において、当社の取締役会は、独立社外

取締役8名を含む12名の取締役で構成され、執行部門からの

業務執行状況の進捗報告・情報共有等を通じて、多様な視点

から執行部門と議論し、持続的な企業価値向上に向けて、監

督機能を発揮しています。

新執行体制

激動の経営環境の下、企業競争力のさらなる強化と環境変化

へのより俊敏な対応を図るため、2026年3月24日付で新執

行体制を導入しました。2025年から進めてきた、事業責任と

横串・グローバル最適責任を明確化した体制を継承しつつ、

より「グローカル」最適へ進化する体制を整備しています。（グ

ローカル：グローバルとローカルを合わせた造語。グローバ

ル最適と各国最適の融合を図るもの）

この新たな執行体制においては、執行役7名中、4名を技術

系とし、特に技術基盤の強化を重要な柱と位置付けています。

ゴム・タイヤメーカーとしてこれまで培ってきた技術基盤をさ

らに強化することで、魅力的な商品・サービス開発とコスト競

争力向上の両立を成長の中心に据えています。

	◼ 	新執行体制：
Global CEOを含めた計7名の執行役がチーム一丸となって、

ブリヂストンの執行を率いています。

•	事業責任：EAST ／ WEST CEO 体制を堅持

•	横串・グローバル最適責任の強化：

	 • グローバル技術プラットフォームの設置：

	 技術系執行役3名を設置し、技術基盤強化

	 ・ �Chief Innovation Officer：先端技術・素材開発担当

	 ・ �Chief Product Officer：製品開発担当

	 ・ �Chief Manufacturing Officer：モノづくり・生産技術

担当

上記3執行役に、米国アクロン・欧州ローマの技術センターを

統括するWEST CTOを加えた4執行役により、グローバル技

術基盤を強固なものにしていきます。

また、経営戦略・事業管理などにおいては、グローバル経営

プラットフォームとして、品質経営や財務、ポートフォリオマネ

ジメントなどに常務役員を配置し、総合力の向上を図ります。
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	◼ 	Global EXCO（グローバル経営執行会議）
執行上の重要な意思決定にあたっては、執行役や各地域事業責任者などで構成するGlobal EXCO（Global Executive 

Committee）を最上位のグローバル経営執行会議として設置し、多様な視点からグローカル最適を基準に議論を行っています。

	$ 	新経営体制

Global CEO
経営監査統括部門 経営企画部門

横串・グローバル最適責任 事業責任

グローバル技術プラットフォーム（GTP）

グローバル経営プラットフォーム（GMP）

Chief Innovation Officer
素材開発

Chief Quality Officer
Chief Financial Officer
ポートフォリオマネジメント
コーポレート管理

Chief Product Officer
製品開発
Chief Manufacturing Officer
モノづくり（生産技術）

EAST CEO WEST CEO

グローバル鉱山・産業・
建設車両用・航空機用
タイヤ・ソリューション事業

アジア・大洋州・
インド・中国事業

日本事業

化工品・多角化事業

広報・ブランド戦略・人事

WEST
Chief Technology Officer

米州事業
- 北米事業
- 南米事業

欧州・中近東・アフリカ事業

WEST Retail
（小売事業）
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2026年経営チーム ―取締役・執行役メンバー

1 吉見　剛志
取締役
監査委員会委員

2 Emilio TIBERIO
（エミリオ・ティベリオ）
執行役
WEST CTO (Chief Technology Officer)

3 森　重樹
独立社外取締役
指名委員会委員
報酬委員会委員

4 増田　健一
独立社外取締役
指名委員会委員長
報酬委員会委員
コンプライアンス委員会委員長

5 細　幸彦
執行役
CMO (Chief Manufacturing Officer)

6 小林　柚香里
独立社外取締役
監査委員会委員

7 中嶋　康博
独立社外取締役
監査委員会委員長

8 田村　亘之
取締役
代表執行役　
EAST CEO

9 今井　弘
執行役
CPO (Chief Product Officer)
兼　グローバルモータースポーツ管掌

●取締役　●執行役　●取締役・執行役兼任
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10 森川　典子
独立社外取締役
監査委員会委員

11 森田　泰博
取締役
代表執行役　
Global CEO

12 草野　智弘
執行役
CIO (Chief Innovation Officer)

13 鈴木　洋子
独立社外取締役
監査委員会委員

14 板垣　利明
独立社外取締役
報酬委員会委員長
指名委員会委員

15 Scott DAMON
（スコット・デイモン）
執行役
WEST CEO

16 松田　明
取締役
監査委員会委員

17 Scott Trevor DAVIS
（デイヴィス・スコット）
独立社外取締役
取締役会議長  
指名委員会委員  
報酬委員会委員  
ガバナンス委員会委員長
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使命「最高の品質で社会に貢献」

ブリヂストンは、「最高の品質で社会に貢献（Serving 

Society with Superior Quality）」という使命のもと、

1931年の創業以来、世界中で事業を展開してきました。95

周年を迎えた今も、世界約11.5万人のチームメイトがこの使

命を胸に、日々の業務に取り組んでいます。どの事業所でも

この使命が掲げられており、チームメイトたちが大切にしてい

ることを実感します。

また、使命を果たすための4つの心構え—「誠実協調」「進

取独創」「現物現場」「熟慮断行」—はブリヂストン共通の価

値観であり、「安全はすべてに優先する」という安全宣言に加

え、品質宣言、環境宣言も含めて企業理念体系として整備さ

れており、私たちの基盤となっています。

世界No.1奪回に向けて

事業環境が激しく変化する中でも、この使命や心構えは当社

グループの揺るぎない基盤です。使命を達成していくために

も、変化に対応しながら私たち自身が成長し、企業と社会の

双方における持続可能性を高めていくことが不可欠だと考え

ています。2031年の創立100周年までにゴム・タイヤ業界に

おける世界 No.1奪回を目標とし、世界中のチームメイトと力

を合わせて取り組んでいきます。

質を伴った成長へ

2026年は、中期事業計画（2024－2026）の最終年にあた

ります。これまで、事業環境の不確実性が高まる中で、再編・

再構築など守りを固めてきました。米国関税の影響など、大

きな変化に直面した2025年は、緊急危機対策年として、ビジ

ネスコストダウンなど体質強化に注力した一年となりました。

これまでの取り組みにより、再編・再構築にも目処がつき、

2026年からは、ビジネス体質強化によって築いた基盤を継

承しつつ、世界 No.1を目指して質を伴った成長をスタートさ

せる継承と進化の年と位置付けています。

チーム経営で実現する成長

世界 No.1奪回に向けては、チーム力をより一層大切にしてい

きます。新執行体制では７名の執行役を中心に、それぞれ異

なる強みを持つメンバーが緊密に議論を重ね、現物現場で意

思決定しリードしていくことで、より良い結果が生まれると考

えています。現場においても、地域やバリューチェーンの各機

 創立100周年までに 
 世界No.1奪回へ向けて 

森田　泰博
取締役　代表執行役　Global CEO  

1996年入社。東南アジアや欧州の販売会
社、欧州地域本社にて販売・小売を担当。
その後、タイ・中国の現地法人社長、アジア・
大洋州・インド・中国地域本社 の Group 
President を歴任。2025年にグローバ
ル本社に帰任し、Global CAO・CSO※を
経て、2026年1月よりGlobal CEO、3月よ
り取締役に就任。

※ CAO/CSO: Chief Administration Officer / Chief Strategy Officer
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能を超えてチームで取り組むことを大切にしています。経営

チームと現場のチームメイトたちとの双方向の対話も重視し、

ブリヂストン全体がワンチームとなって、世界 No.1奪回に向

けた道筋を一歩ずつ進んでいきたいと考えています。

魅力的な商品とモノづくりの強化

成長の根幹は、ゴム・タイヤメーカーとしての原点である魅力

的な商品とモノづくりにあります。技術基盤を徹底して強化し、

新商品の継続投入による商品力強化とモノづくりの競争力強

化を図っていきます。そのため、新執行体制では、素材・製品

開発・生産それぞれに執行役を配置しました。また、モーター

スポーツを積極的に活用することで、世界レベルの技術力を

磨き続けていきたいと考えています。

グローバルポートフォリオとサステナビリティ　

競争力の強化に向けては、当社の強みである世界各地に展開

する生産拠点・販売網を、最適に組み合わせていくことも重要

です。地域・商品の軸に加えて、ブリヂストン独自のサステナビ

リティビジネスモデルも連動させることで、商品を創って売る・

使う・原材料に戻すといったバリューチェーン全体を通じて、事

業収益の向上とサステナビリティへの貢献を推進しています。

ブランド力の向上　

黒くて丸いタイヤやその他のゴム製品は、クルマや様々な車

両を支える縁の下の力持ちとしての存在であり、目立つもの

ではありません。だからこそ、確かなブランド力の向上が不可

欠であると考えています。より多くのステークホルダーの皆様

にブリヂストンを知っていただく機会の拡大やモータースポー

ツ活動などを通じて、着実に取り組んでいきます。

ステークホルダーの皆様との調和に向けて

これらの取り組みを、世界中のチームメイトと共に現物現場

で推進し、ステークホルダーの皆様と積極的に対話すること

で、共創の機会も創出しながら成長を続けていきます。さら

に、成長の中においては、従業員、顧客、パートナー、社会と

いった様々なステークホルダーの皆様との調和も大切にして

いきます。「統合報告2026」を通じて、当社グループの取り

組みをご紹介し、皆様と新たな価値を共に創造できることを

願っています。

北米 マルチブランド戦略

ツーリング領域オールシーズンタイヤの旗艦商品
（2025年3月発売）

ツーリング領域ベーシックタイヤ（2025年6月発売）

プレミアムCUV/SUV/ピックアップ向け
オールシーズンタイヤ（2025年9月発売）

ウルトラハイパフォーマンスサマータイヤ
（2026年1月発売）

インド

インド市場向けにカスタマイズした 
ツーリング領域プレミアムタイヤ

（2024年4月発売）
日本

乗用車用プレミアムスタッドレスタイヤ
（2025年9月発売）

ストリートラジアル史上最速を追求した
スポーツタイヤ（2026年2月発売）

	$ 	魅力的な商品群 （24中計新商品 - 乗用車用タイヤ例）
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EASTは、日本及び APIC（アジア・大洋州・インド・中国）地域

事業に加え、グローバルを対象とした化工品・多角化事業、及

び鉱山・航空機用タイヤ・ソリューション事業を、日本に置くグ

ローバル本社から世界へ展開、さらには広報、ブランド、人事

といったグローバル本社機能で構成されています。

EASTは、各担当事業群及びグローバル本社機能を含む専

門領域の総合力で、「最高の品質で社会に貢献」という使命の

もと、社会インフラを支え続ける存在として、ブリヂストン全

体の競争力を高め、価値創造を足元から支えながら、その成

長を牽引する役割を担っています。

地域事業としては、日本という成熟市場と、成長市場である

APIC の双方がありますが、いずれも長い歴史を持つホーム

マーケットとして、今後も環境変化に柔軟に対応しながら競争

力を高め、持続的な成長を実現していきます。また、鉱山・航

空機用タイヤ・ソリューション事業は、タイヤを「創って売る」だ

けでなく、「使う」までを見据えて価値を最大化する、ブリヂス

トン独自のビジネスモデルの最先端を担う戦略領域として、ま

た事業収益性への貢献の柱として、着実な成長を目指します。

さらに、化工品・多角化事業については、産業や人々の暮らし

を支える重要な事業として位置付け、その価値を大切に、社

会に貢献し続けていきます。

これらEAST の事業に共通するのは、現物現場で顧客の

ニーズを的確に捉え、魅力的な商品やソリューションを提供す

ることで価値を創造し、社会やお客様からの信頼を獲得する

という考え方です。そして、その信頼を基盤に価値をさらに増

幅させていくことが、質を伴った成長を支えると考えています。

この信頼をより広く社会へと届け、未来に向けた価値創造

につなげていくため、広報やブランドの観点から会社全体の

取り組みを発信し、社会・お客様との継続的なコミュニケーショ

ンを図っていきます。さらに、信頼を積み重ね、価値創造へと

つなげていく人財を獲得・育成するため、グローバル本社とし

ての人事機能が、その根幹を支えています。これらが同時に

EASTに集約されていることにより、ブリヂストン全体の成長

を支える存在として、グローバルへも貢献していきます。

私自身も、欧州駐在では自動車メーカー向け営業として現

場でお客様に価値を伝える役割を担い、その後、グローバル

本社において経営企画や広報・ブランドなどを担当してきまし

た。さらに経営としては、タイ現地法人の社長や、鉱山・産業・

建設・航空タイヤ・ソリューション事業を統括するなど、地域事

業とグローバル本社機能の双方を経験する中で、信頼の大切

さ、そして価値を創造し、伝えていくことの大切さを学んでき

ました。こうした経験を通じて、現場第一の考えのもと、ブリ

ヂストンのチームメイト一人ひとりが自分の仕事に誇りを持

ち成長していく、また「最高の品質で社会に貢献」の実現に向

け、日々の改善・努力を積み重ねていくことで、ブリヂストンと

いう企業、そして一人ひとりの質を伴った成長が実現できると

信じています。

EAST は、現場から生まれる価値を磨き続け、創立100周

年、その先に向けた持続的な価値創造に挑み続けることで、

ブリヂストンの世界 No.1奪回を支える原動力となっていき

ます。

EASTからグローバルへつなげる

質を伴った成長

田村　亘之
取締役 代表執行役 EAST CEO

1986年入社。海外事業部で北米を担当後、欧州駐在で自動車メーカー（直需）向け営業に従事。経営企
画、タイ現地法人社長、広報・ブランド管理本部長、BIOC 事務総長（オリンピック・パラリンピック）、鉱山・
産業・建設・航空タイヤ・ソリューション事業管掌常務役員を経て、2025年よりEAST CEO、2026年3月
より現職。

16

執行役メッセージ



WESTは、今、今後の成長に向けて重要な局面にあります。北

米、中南米、欧州、中近東・アフリカを網羅するWEST 地域は、

安定的成長を続ける成熟市場と、長期的な成長の可能性を秘

めた新興市場が共存する多様な地域ポートフォリオを有して

います。この多様性を、WEST 全体での強力なチームワーク

で最大限に活かし、異なる経済状況や市場環境の中でも、変

化に対するレジリエンスの強化と持続的な成長の両立を追求

しています。

また、ブランドは、WESTにとって重要な競争優位性の一つ

です。当社の歴史を体現し、グローバルなリーダーシップを象

徴する「ブリヂストン」と、米国の歴史に深く根ざし、米州市場

において世代を超えて信頼を築いてきた「ファイアストン」と

いう2つのパワーブランドを展開しています。両ブランドの強

みを掛け合わせることで、幅広い顧客体験を提供し、様々な

チャネルやセグメントにおける当社の存在感を高めていき

ます。

こうした多様性と強固なレガシーを基盤に、WESTはブリ

ヂストンの成長をリードしていきます。グローバル収益の半分

以上を占めるWEST には、規模だけでなく質の面において

も、当社グループの成長を牽引する大きな役割・責任がある

と認識しています。

そして、2026年は、2031年の創立100周年を見据えた重

要な架け橋の年となります。持続的な価値創造と世界 No.1

奪回に向けて、着実に前進していきます。また、こうした成長

は、これまで培ってきた強いビジネス体質と実行力、そして従

業員への揺るぎないコミットメントに支えられて初めて実現さ

れるものであると考えています。

近年、WEST 全域で事業環境の不確実性と複雑さが増す

中、それらに対応してきた経験を通じて、リーンな事業運営と

バリューチェーン全体の安定的なオペレーションを確保し、不

安定な状況下でも動じないレジリエンスを維持することの重

要性を再確認してきました。こうした基本的な考え方は、優先

順位の明確化、リソース配分、そして特性の異なる各地域に

おいて一貫性を持ってビジネスを行う上での指針となってい

ます。また、激しい事業環境にあっても、チームメイト一人ひ

とりが企業理念を活動の起点とし、「安全はすべてに優先する」

を基盤として行動しています。特に、「現物現場」と「熟慮断

行」という心構えは、日々の行動に深く根ざしており、24MBP

期間を通じて着実に強化され、現在も安全と品質の向上を支

え続けています。

こうした基盤に加え、価値創造の中心にお客様を据える文

化の醸成を進めています。プロセスをシンプル化することで迅

速に対応し、確実な実行を通じて、信頼され選ばれるパート

ナーとしてのブリヂストンに進化をしていきます。

これらの取り組みを着実に推進することで、成熟市場の強

みを最大化し、新興市場での価値創造を加速させ、WEST 全

域においてバランスの取れた持続的な成長と競争優位性の

確立を実現していきます。

多様性に富むWEST地域において、

「質を伴った成長」を牽引

スコット・デイモン
執行役 WEST CEO

1996年 ブリヂストン アメリカス インク（BSAM）に開発エンジニアとして入社。その後、生産財事業の
President、BSAM COO、Bridgestone Mobility SolutionsのGroup Presidentなどを歴任。
2024年 に BRIDGESTONE WEST CEO 兼 BSAM Group President に 就任。2026年3月より
現職。
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CIO の使命は、グローバル技術プラットフォーム（GTP）の一

角として、素材を中心とした先端技術開発からイノベーション

を創出し、次世代の魅力的な商品群を継続的に支えることに

あります。研究開発で生まれた芽を、設計・生産・品質・サービ

スへとつなぎ、社会価値・顧客価値として確実に届ける―技術

を事業に実装する力まで含めて、技術基盤を強くしていきま

す。さらに、素材技術を核とした新事業開発の可能性も探索

し、ブリヂストンの創立100周年である2031年、そしてその

先を見据えて、成長の選択肢を広げていきます。

近年、タイヤ・モビリティ業界は、これまでに経験したことの

ない変化が続いています。こうした環境下において、モノづく

りを根幹とするブリヂストンが、変化に俊敏に対応し、競争優

位性を獲得しながら価値を創出し続けるためには、これまで

培ってきた強みに基づく技術基盤を磨き続けることが不可欠

です。CIOとしては、日本、米国、欧州、アジアの技術開発拠

点の知見をつなぎながら、現物現場でイノベーション創出に

取り組んでいきます。加えて、技術開発の高度化・高速化に向

けて、デジタル技術や AI の活用にも段階的に取り組みます。

当社が創業以来大切にしてきた素材技術、特にゴム・ポリ

マーを中心とする材料技術は、当社の競争力の源泉の一つで

す。そのメカニズムを追求してきた材料技術により、転がり抵

抗、耐摩耗性、ウェット性能など相反する性能を高次元で両立

することなどに取り組んできました。今後は、そこにサステナ

ビリティも融合させるとともに、材料設計・解析・評価の力を一

層高め、次世代商品の魅力を生む差別化を進めていきます。

同時に、TRWPや6PPDといった業界全体の課題は、当社

にとって、重要な経営リスクと新たな技術開発の機会の双方

につながっています。これらを、確かな科学的・技術的アプロー

チに基づき、データと知見を積み重ねながら着実に対応を進

め、業界のリーダーとしての責任を果たしていきます。こうし

た視点は、社会からの要請に誠実に応えていくためだけでな

く、次世代商品の開発を進める上でも欠かすことはできま

せん。

また、素材力を起点に事業領域を広げることにも挑戦して

いきたいと考えています。タイヤリサイクルは、社会実装に向

けた技術の確立に加え、価値が循環し続ける仕組みと事業と

して収益を生むモデルを目指します。また、将来のモビリティ

社会を見据え、AirFree ™や月面探査車用タイヤなど、次世代

タイヤの開発にも取り組んでいます。これらにとどまらず、新

しい技術を起点に様々な挑戦を繰り返すことで、さらなる事

業機会を生み出すことにも貢献していきたいと思います。

その実現に欠かせないのが共創と人財です。新しい技術開

発や事業探索は、当社単独では完結しません。産官学民の

パートナーとの共創を深め、知を掛け合わせることで、イノベー

ションのスピードと質を高めていきます。同時に、新しい発想

で挑戦できる人財を育成し、多様な専門性が交わるチームで

技術を磨き続ける文化を育てます。これらによって、技術の進

化と深化を実現させたいと考えています。そして、全ての挑戦

の前提として「安全はすべてに優先する」を徹底し、安心・安

全を支える技術者集団として、社会・お客様からの信頼に応え

ていきます。

これからも、将来にわたり社会・モビリティを支える企業で

あり続けるため、イノベーションを通じて挑戦を重ねていき

ます。

素材技術をコアコンピタンスに、

イノベーション創出でブリヂストンの質を伴った

成長を実現する

草野　智弘
執行役CIO (Chief Innovation Officer)

1990年入社。タイヤの材料開発・設計を担当後、米国アクロン技術センター赴任を経て、タイヤ材料開
発本部長、久留米工場長などを歴任。以降、化工品・G-MICAソリューション事業管掌、GX・イノベーショ
ン技術開発管掌などを経て、2025年 Global Chief Innovation Officerに就任し、2026年3月よ
り現職。
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Photo: Car Watch

私が、ブリヂストンで商品開発に携わる原点は、学生時代の

原体験にあります。学生時代、タイヤを替えただけでクルマの

挙動や走りが劇的に変わることに、言葉にできないほどの衝

撃と感動を覚えました。中でも、当社のスポーツタイヤ

「POTENZA RE71S」の圧倒的な性能に、「タイヤ一つで、こ

こまで変わるのか」と感激したことは、ブリヂストンへの入社

を決意するきっかけとなりました。あのときの感動を、今度は

自ら商品を創る立場として届けたい―その思いが、当社で新

しい挑戦をしたいと考えたきっかけであり、原動力になってい

ます。

CPOとして私が担う役割は、ゴム・タイヤメーカーとして当

社の根幹である商品開発を通じて、感動や価値を生み出すこ

とのできる魅力的な商品を、世界各地のお客様へ届けていく

ことです。私にとって魅力的な商品とは、「ブリヂストンの商品

を使っていて良かった」とお客様に実感していただけるもので

す。単に性能の良いものを創るのではなく、その商品を通じ

て、安心・安全や走る喜びといった体験価値を高めていくこと

こそが、商品開発の目指す姿だと考えています。

タイヤと一言で言っても、小型乗用車向けから超大型の鉱

山車両用、さらには航空機用まで用途は様々です。しかし、ど

の商品においても共通して大切にしているのは、「お客様の

顔を思い浮かべながら創ること」です。ブリヂストンの商品開

発の大きな強みは、米州、欧州、日本、アジア・大洋州の4極に

開発拠点を有し、現物現場でそれぞれの地域特性を深く理解

した開発を行っていることです。それぞれの市場で、お客様に

近い場所で開発ができる強みを、グローバル技術プラット

フォーム（GTP）を通じて地域を超えて結びつけ、強い現場力

とシミュレーションなどのデジタルを融合させることで、商品

開発の可能性をさらに広げていきます。

こうした挑戦になくてはならないものが、人と組織の力で

す。商品開発に携わるチームメイト一人ひとりが誇りを持ち、

自らの思いや夢を商品に込められる組織でありたいと考えて

います。意思決定を迅速に行えるシンプルな体制のもと、世

界中の仲間たちと「ワンチーム」となり、挑戦する楽しさやワ

クワク、それぞれの夢を共有しながら、現物現場で事実とデー

タを深く理解し、自ら考え、改善・解決に挑むマインドセットを

大切にしています。その結果が、開発の質だけではなく、効率

の向上につながっていくと考えています。

この縮図が、モータースポーツ活動です。2026年末からは、

新たな挑戦であるABB FIA Formula E世界選手権へのタ

イヤ供給が始まり、チームメイトたちとワクワクしながら準備

を進めています。極限の条件下で、安心・安全を絶対条件に、

短期間で高難度な開発が求められるモータースポーツは、ま

さに開発の真価が問われる舞台です。そして、チームが一つに

ならなければ世界で戦うことはできません。グローバルチーム

が一体となって挑み、そこで得られた配合技術や計測技術、接

地コントロール技術は、市販用タイヤや次世代のタイヤ技術に

も確実に活かしていきます。さらに、ORタイヤのように一見

異なる分野においても、共通する技術課題を通じて相互に技

術を高め合い、継続的な性能・品質向上につなげています。

創立100周年に向けて、様々な挑戦を積み重ねていくこと

で、お客様の期待を超える商品を創り出し、走るワクワク、そ

して安心・安全な移動を支え続けるチームでありたいと考えて

います。

ワンチームで感動を届ける商品を創る

今井　弘
執行役CPO (Chief Product Officer) 兼 グローバルモータースポーツ管掌

1990年入社。カーメーカー（OE）向け乗用車用タイヤ開発を担当後、ローマ技術センターで欧州 OEタ
イヤ開発、F1タイヤ開発を担当。2009年、英国 McLaren Racing へ 入社、F1チームにてRace 
Engineering 及び Tyres & Brakes Performance の責任者を歴任。2025年、ブリヂストンに再
入社、グローバルモータースポーツ管掌常務役員に就任、2026年3月より現職。
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私たちブリヂストンのモノづくりを取り巻く環境は、米国の関

税影響をはじめ、原材料価格やエネルギーコストの上昇、グ

ローバルでの人財獲得競争の激化など、これまで以上に厳し

さを増しています。このような先行き不透明な状況の中で当

社が生き抜き、成長を続けるためには、変化を敏感に捉え、現

場に根差した迅速かつ的確なアクションを積み重ねていくこ

とが不可欠です。そして、当社は、創立100周年となる2031

年に向けて、タイヤ・ゴム業界における世界 No.1奪回、その

先も持続的に成長するための道筋を描いていかなければな

りません。

グローバル技術プラットフォーム（GTP）は、今後の成長に

向けて、タイヤメーカーとして当社が培ってきた技術基盤をさ

らに強化するために設置されました。その中で生産は、モノづ

くりというメーカーの根幹を担う機能です。外部環境の厳しさ

に加え、顧客価値を高めるために商品が高度化・複雑化し、生

産難度が年々高まる中で、魅力的な商品の供給とコスト競争

力の向上を両立させることが必要であり、CMOとしてはその

コスト競争力の向上が最重要課題であると捉えています。

当社は、日本をモノづくりの中核としながら、世界各地の生

産拠点やグローバルチームと一体となり、多様な価値観や技

術を融合させた取り組みを、足元と先を見据えた2軸で推進

しています。足元で生産性向上や原価改善を着実に積み重ね

ると同時に、次世代のモノづくりを担う生産技術検討を進め

ています。そこには、設備の自動化や、デジタル・AI 技術の活

用なども積極的に取り入れていかなければなりません。サス

テナビリティにおいても、事業戦略と連動した形で貢献を継

続していきます。

競争力向上は、工場や生産機能の取り組みだけでは実現せ

ず、バリューチェーン全体での連携を重視し、特に製品・材料

の設計・開発部門と密接に協働することで、設計段階から生産

まで一貫した最適化を図り、品質・コスト・スピードの向上につ

なげていきます。また、GTPでの連携に加え、WEST CTOや

各地域事業の生産部門との連携を通じ、各工場の競争力を相

互に理解し、高め合う体制づくりを進めています。現場同士が

つながり、学び合うことこそが、グローバルでの競争力を押し

上げると考えています。

そして、これら全ての取り組みを支えているのが、人財の力

です。私自身、生産システム・製造技術開発から、日本、アメリ

カ、アジア地域の工場など、長年にわたり生産現場に向き合っ

てきました。その経験を通じて実感しているのは、競争力の本

質は、現場で考え、継続的に改善を積み重ねる人財そのもの

にあるということです。ブリヂストン独自のデミング・プランの

基本思想である「良い品質の製品は、良い体質の会社から生

まれる」に基づき、全員参加の TQM 活動や人財育成を通じ

て、改善マインドと仕事のオーナーシップを一人ひとりが発揮

できる現場づくりをさらに強化していきます。このような、チー

ムメイト一人ひとりの生産性・創造性の向上とチームワークが、

激動の環境を生き抜くための抜本的な競争力につながってい

きます。

世界 No.1奪回に向けて、生産現場・モノづくり領域での挑

戦を、世界中のチームメイトたちと共に積み重ねることで、将

来にわたって成長し続けることができる基盤を強化していき

ます。

世界No.1奪回に向けた、

モノづくりの競争力強化

細　幸彦
執行役CMO (Chief Manufacturing Officer)

1990年入社。生産システム・製造技術開発を担当し、米国工場での海外トレーニーを経て、防府・
栃木・彦根の各工場で技術課に従事。鳥栖・久留米工場長、日本タイヤ生産本部長を務めた後、
Bridgestone Americas 及び Asia Pacific で生産担当を歴任。2025年より BRIDGESTONE 
EAST タイヤ生産管掌・常務役員、2026年3月より現職。
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WEST CTOチームの使命は、WEST 地域全体における安全、

品質、技術、オペレーションを強化し、持続的な競争優位性の

源泉とすることです。活動領域は、生産、サプライチェーン、調

達、研究開発、サステナビリティにわたり、多様な市場におい

て、バリューチェーン全体で一体となり、社会価値と顧客価値

の創造を目指しています。この使命を果たすためには、高い

技術力だけでなく、機能・地域を横断し、本社機能であるGTP

（グローバル技術プラットフォーム）とも連携する強いチーム

ワークが不可欠です。

24MBP 期間中、WEST CTO チームは、事業基盤の強化

に最優先課題として取り組むとともに、将来を見据えた技術

の土台作りを進めてきました。事業基盤については、地政学

リスクや市場の構造変化による不確実性の高まりに対応する

ため、オペレーションのリーン化・効率化、生産設備の稼働率

向上、及びサプライチェーン全体におけるレジリエンスの強化

に注力してきました。これらの取り組みは、欧州事業の収益

性向上などビジネス体質の改善につながり、成長に向けた基

盤を固めることができたと考えています。

この基盤の上に、新商品の展開や持続可能なサプライ

チェーンの構築など、将来を見据えた技術開発を推進し、ブリ

ヂストンの成長とお客様への価値提供のさらなる向上を図っ

ていきます。一方で、世界 No.1奪回に向けて、多くの課題が

あることも認識しています。

2026年以降、質を伴った成長へ本格的に舵を切る中で、オ

ペレーションのシンプル化、デジタル技術やシミュレーション

の活用、データ主導の研究開発活動の実現を通じて、競争力

を高める技術の進化に注力していきます。こうした取り組み

によって、魅力的な商品・サービスを、それぞれの市場に最適

な形でより早く投入し、顧客価値の向上を図ります。

WESTには様々な市場があり、お客様のニーズも大きく異

なります。そのため、技術とオペレーションの進化は、各市場

に適応しながら展開できる拡張性を備える必要があります。

この実現に向けては、デジタル化と標準化が重要な要素であ

るとともに、米州及び欧州の市場に深く根ざした技術開発拠

点を活用したイノベーションの推進が不可欠です。私の役割

は、これまでのブリヂストンでの25年以上にわたる経験を活

かし、これらの技術開発拠点やバリューチェーンの各チームと

GTPを結びつけ、ブリヂストンの技術進化を加速していくこ

とにあると認識しています。

また、企業理念であり重要な当社のレガシーである「現物

現場」は、今後も技術イノベーションを導くものであり続けま

す。意思決定や行動が、常に現場の実態にしっかりと根ざし

たものとなるよう意識し、チームワークを強化しながら、2031

年のブリヂストン創立100周年に向けた取り組みを推進して

いきます。

さらに、成長は常に安全を前提としていなければなりませ

ん。「安全はすべてに優先する」は絶対に譲れないものであ

り、イノベーション、実行力、競争優位性を支える基盤です。安

全の基盤として、バリューチェーン全体における品質と信頼の

向上を支え、今後も確実に受け継いでいきます。

チームワークが支える、

安全で未来を見据えたテクノロジー

エミリオ・ティベリオ
執行役 WEST CTO (Chief Technology Officer)

1999年ブリヂストン入社。欧州において研究開発及び経営の要職を歴任。その後、㈱ブリヂ
スト ン の 常 務 役 員、BRIDGESTONE WEST の Chief Technology Officer（CTO）、
BSAM 及び BSEMEA の取締役を経て、2026年3月より現職。
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